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及ぼす効果から次のことが明らかになった。葉緑体にある CF1 には少なくとも 2 種類のヌクレオチド
の結合部位があって，解離定数の低い部位(阻害部位)に NDP( あるいは NTP) が結合すると CF1
を通る H+の漏れが抑制され， さらにリン酸の存在下で解離定数の高い部位(共役部位)に NDPが結
合すると CF1 によって H+がチラコイド膜の内側から外側に translocate されてリン酸化がおこり，そ
れによって消費された H+を補う為に電子伝達活性は basal レベルから回復する o non-cyclic 電子伝





葉緑体に存在する CFl には少くとも 2 種類のヌクレオチド結合部位があり，解離定数の小さな部位
に NDP あるいは NTPが結合すると， CF1 を通るプロトンの漏れが抑制され，その結果，プロトンの
取込みは促進され，電子伝達活性は基底レベルまで阻害されることを見出した。また，リン酸の存在
下で解離定数の高い部位に NDPが結合すると， CFl によってプロトンがチラコイド膜の内側から外
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側に translocate されてリン酸化がおこり，それによって消費されたプロトンを補うために電子伝達
活性は基底レベルから回復することを見出した。さらに，光化学系 E のみを含む H2 0-DMQ系や光化
学系 E のみを含む DPIPH2 - MV系ではP/L1 eの値は 0.5に近く， 1 , II 両方の系を含む H2 0-MV 系
で1. 0に近いことを見出し，非循環系電子伝達系には 2 つのリン酸化部位が直列に並んで、いて，ひと
つは H2 0-DMQの間，もうひとつはそれよりあとに存在し，これら 2 つのリン酸化部位は同じメカニ
ズムでATP合成を行なっていると結論された。また，種々の阻害剤によるリン酸化の阻害様式を酵
素反応速度論的に解析し，その結果はCF1 に 2 つの NDP とひとつのリン酸が結合することによりリ
ン酸化反応がおこるというスキームで矛盾なく説明できることを示した。このように，矢木君の研究
は，葉緑体の電子伝達活性，それに共役したリン酸化活性の機構の解明にいくつかの重要な貢献をし
たものであり，理学博士の学位論文として十分価値あると認める。
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